
最高の舞台を作ろう！
杉浦伸哉



最高の舞台を創ろう！
杉浦伸哉



Don’t find fault, find a remedy; 
anybody can complain.

「あら探しをするより改善策を見つけよ。不平不満なら誰でも言える。」
ヘンリー・フォード(自動車会社フォード創設者)



2021年6月10日
建設通信新聞 10面掲載







最高の舞台を創るには？

何が必要ですか？



▪ WTC跡地グラウンドゼロ地下鉄駅舎工事計画のBIMにつ
いて意見交換

▪ 2次元で設計→BIMが計画進行の命綱

▪ プロジェクトに潜むリスク-見えないものへの対応

▪ 見えるものを追いかけている日本のCIMとの違い

BIMは計画の命綱



▪ プログラムマネージャは成功に導く手段としてBIMを採用

▪ 米国コネチカット州で建設が進む長さ約112kmの高速道路改良
プロジェクト

▪ 新地下鉄計画（イーストサイドアクセス）プログラムマネー
ジャに2億円

事業を成功に導く手段



▪ 2012年５月よりBIMデータによる施工
計画安全審査

▪ 国交省は小規模導入事例に興味

▪ 米国でも土木はこれから

NY市は安全計画にBIMを義務化



▪ パーソンズブリンカホフ社 VDC事業部訪問

▪ 4D連動する統合モデル

▪ モデルから図面、数量、積算、工程

技術的に開きはない



▪ ソフトを買うだけでは意味がない重要なのはどう使うか

▪ 導入効果を最も期待できるのは下請け間の調整

▪ チーム全員がＢＩＭを使い利益を確保したいという共通目的
を持って取り組むこと

▪ 現場が１つのチームとしモデルをどれだけ信用できるか、そ
の度合いが成功を大きく左右する

問われるモデルの信用度



▪ イリノイ大学土木工学科訪問

▪ 静止画から点群作成技術開発

▪ BIMモデルと現況点群モデルを重ね合わせて４Ｄモデルを作成

▪ 安全、環境配慮に利用価値

点群活用に可能性



▪ 土木事例は極わずか

▪ 維持管理段階の項目設定が複雑
な土木構造物の場合で地盤変状
など不確定要素への対応が課題

維持管理は独自対応



▪ 米国陸軍工兵隊BIM研究所

▪ 施設管理者は３次元モデルに興味はなく、壊れた部分をできる
だけ早く修理することに関心

▪ 米国陸軍工兵隊は2014年10月から施工者に工事の成果を
COBie形式で提出するよう義務化

▪ 最終的に目的をどこに置くかによって、属性の中身も大きく変わる

COBie 属性情報を見極める



▪ スタンフォード大学CIFEにてBIM導入手法について意見交換

▪ 目的が明確にできれば、最大の効果を発揮できる

▪ 誰のために何のためのBIMかそもそもの部分が重要

▪ ＢＩＭ＋、ＢＩＭの中に含めるべきもの、外すべきものを整理して導入
目的を決定

成果は目的の明確化



▪ WTC跡地グラウンドゼロ地下鉄駅舎工事計画のBIMにつ
いて意見交換

▪ 2次元で設計→BIMが計画進行の命綱

▪ プロジェクトに潜むリスク-見えないものへの対応

▪ 見えるものを追いかけている日本のCIMとの違い

BIMは計画の命綱



[発注者] ニューヨーク州・ニュージャージ州港湾局
（The Port Authority of New York & New Jersey）
[プロジェクト] パーソンズブリンカホフ＆URSプログラムマネジメント共同業体
[総事業費]2200億円

World Trade Center再開発事業
(WTC統合交通ターミナル施設建設)

http://www.wtc.com/about/transportation-hub

・Lidarデータを利用して被災現場の状況とボリューム、地下の地層状況を把握
・施設（路線、地下埋設物など）の再配置計画を実施
・WTC駅工事：仮駅舎⇒本設駅舎の施工、工事敷地面積は160エーカー
・プログラムマネジメント請負金額は約250億円
・複数の設計会社、施工会社が参画
・8ラインの地下鉄が関連、地下バスターミナルの建設を6つの設計オプションから選択
・一般住民向け説明に簡易マスモデルを利用し、合意形成
・6社による設計コンペが実施







▪ WTC跡地のメモリアル化ー地下工事と地上メモリアル工事を平行工事

▪ 基本・設計計画の段階ー地下と地上メモリアルの干渉チェック（色分け）

▪ プロジェクトの複雑性⇒3次元化、通常3ヶ月で解決する問題を3分に

▪ 仮設（青）、本設（赤）、完成モデル（白）でモデル化して統合、干渉チェック

▪ PDF上の構造物を表示システムを構築

▪ 定点カメラで撮影

▪ 撮影した週ごとの写真をつなぎあわせた進捗状況とBIMモデルと比較、材料の搬入、搬出シミュレー
ションにも活用

▪ 安全管理が特に重要な位置づけー施工進捗と4Dモデルを比較管理

▪ 同時に施工段階の情報を付加⇒維持管理のため

▪ 情報公開ポータルには60を超えるリンク⇒プロジェクト関係者と共有

▪ 行政/発注者/企業体/設計者/施工者全員が1つの目的にむかって一致団結

概要



▪ プログラムマネジメントとは、プログラムの戦略目標とベネフィットを達成
するために、プログラムを集中的に調和された方法でマネジメントするこ
とである。

▪ プログラムマネジメントには、プログラムの目標を達成するために、コスト
やスケジュールおよび活動を最適化または統合して、複数のプロジェクト
の整合性を保つことが含まれる。プログラム内のプロジェクトは、共通の
成果や統合された成果を生み出す関係にある。

▪ プログラムマネジメントは、これらのプロジェクトの相互依存関係に焦点を
当て、それらをマネジメントする最適の方法を決定することを助ける。

プログラムマネジメント
「プログラムマネジメント標準 第2版」



Owner Program Manager

CM/GC

Architect

Structural Engineer

Civil/Geotechnical 
Engineer

Utility Engineer



▪ デジタル情報はつながって初めて意味を成す

▪ 土木工事の特殊性ー施工区間が長いために工事が分割、
部分的に進められ、全体完成がゴールだとすればその過
程でワークフローが途切れる

▪ 導入案件は設計・施工一括方式が多く、事業全体をコン
トロールするプログラムマネジャーの存在

内在する土木の「壁」



土木事例の紹介

▪ 高速道路新設のプロジェクトで、実施にあ
たっては、施工を担当するBouygues 
Construction（ブイグ）社とともに推進した
プロジェクト

▪ Bouygues 社とはbuidingSMARTの土木
分科会で一緒

▪ Bouygues（ブイグ）社はEgis社とBIMの
理解度が同じであるとのことから、本プロ
ジェクトを進めるにあたっては、知識レベル
を合わせることも必要なく、打合せなどもス
ムーズに進んだ

パリ郊外の高速道路新設事例



BIMはツールかプロセスか

BIMはツールではない。

プロセスを表現し複数関係者とのコラボレーションを正しく
連携することが。プロジェクトを進める上で重要なことだ！
(By egis社クリストフ・カスタン）

!
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プロセス/データ
つなげる

「活用」
「変革」

※ 「改善」ではなく「変革」



短時間で密度
の濃い仕事

新しい仕事の
進め方

経費削減 新技術の投入

改善
インプルーブメント

革新
イノベーション

分
子
の
拡
大

分
母
の
削
減

方法論のアプローチ

生
産
性
の
向
上
策
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プロセスをつなげるためにも、「デジタイゼーション」から

「デジタライゼーション」へとステップアップしていくことが必要

デジタイゼーション
（Digitization）

アナログデータをデジタル形式に変換して、

コンピュータで扱えるようにする

DXを進めるうえで、
まずは建設現場をデジタル化

デジタライゼーション
（Digitalization）

デジタル技術やデータを活用することで、

ビジネスモデルやプロセスを改善・改革する

デジタル化したデータを活用し、
圧倒的な生産性向上や
新規ビジネスを考える

※ 「改善」→「改革」→「変革」

BIM/CIMの各種技術基準 プロジェクト管理ツール



デジタル化して
（デジタイゼーション）

活用する
（デジタライゼーション）

プロセス短縮
（生産性向上）



発注者

▪BIM/CIMをプロジェ
クトマネジメントツー
ルとしてしっかり利用

BIM/CIM活用に向けて
最高の舞台を創るためには・・・

受注者

▪BIM/CIMを自らの
生産性向上ツールと
して活用するため、
しっかり勉強



まとめ



ご清聴ありがとうございました。



Appendix



建設現場における建設DXの変革レベル
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デジタル技術の活用によるビジネスモデルの変革レベル ～建設現場DX～

レベル１

レベル３

レベル４

レベル５

プロセスの変更
が伴う

1.可視化・オンライン化・ビックデータ化
今までアナログ(紙・電話・口頭・手動）でやっていた作業
をデジタル化

２.自動処理アプリによるプロセスの自動化
手動で行っていた処理を自動で行うことにより、
出来高確認などのプロセスを自動化

3.他のアプリ、ICT重機とのデータ連携
データの一部を他のアプリとAPI連携などによって新た
な付加価値を生み出す

4.データドリブンな建設現場の実現
建設現場の完全デジタル化による、圧倒的な生産性向
上、効率的かつ安全な職場環境の構築

5. 建設ビジネスモデルの抜本的変革の実現
プロジェクト関係者含め建設生産プロセスや働き方に柔
軟性を持たせ、高度化・効率化を実現

レベル２

プロセスの変更
は伴わない



建設現場における建設DXの変革レベル
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デジタル技術の活用によるビジネスモデルの変革レベル ～建設現場DX～

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

プロセスの変更
が伴う

プロセスの変更
は伴わない

1.可視化・オンライン化・ビックデータ化
今までアナログ(紙・電話・口頭・手動）でやっていた作業
をデジタル化

２.自動処理アプリによるプロセスの自動化
手動で行っていた処理を自動で行うことにより、
出来高確認などのプロセスを自動化

3.他のアプリ、ICT重機とのデータ連携
データの一部を他のアプリとAPI連携などによって新た
な付加価値を生み出す

4.データドリブンな建設現場の実現
建設現場の完全デジタル化による、圧倒的な生産性向
上、効率的かつ安全な職場環境の構築

5. 建設ビジネスモデルの抜本的変革の実現
プロジェクト関係者含め建設生産プロセスや働き方に柔
軟性を持たせ、高度化・効率化を実現

レベル１の「建設現場のデジタル化」を
開始しないとDXができない！



建設DXを実現するための第一歩
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様々なデジタルツールで建設DXをスタート！

「Digitization=デジタル化」しないと
「Digitalization=デジタル技術を活用した変革」は

できない

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

「建設現場をデジタル化」

するためのツールが必要



BIM/CIMプロジェクトの範囲

▪ 達成する作業について説明します

▪ このプロジェクトに必要な目的は何ですか?

▪ 他のプロジェクトとの関係はありますか。

▪ BIM/CIMでその「価値」を受けるのは誰ですか?

▪ このプロジェクトの対象範囲外は何ですか?



BIM/CIMの目標

▪ プロジェクトの全体的な目標を特定します。

▪ 技術的な目標

▪ スケジュールの目標

▪ コストの目標

▪ 特別な目標

▪ ゴール以外のもの



BIM/CIMの成果物

▪ プロジェクトで達成されるのはどのサービスですか?

▪ クライアントの要件は満たされていますか？



BIM/CIM成功要因

▪ プロジェクトの成功の鍵となる次のような要素を特定します。

▪ 利用者/活用者の満足度

▪ プロジェクトの目標達成

▪ 予算内での作業完了

▪ 時間内に完成



BIM/CIMプロジェクト チームの役割と責任

[氏名] プロジェクト
マネージャー

[氏名] メンバーの
役割

[氏名] メンバーの
役割

[氏名] メンバーの
役割

[氏名] メンバーの
役割

[氏名] 管理アシス
タント



BIM/CIMの実装

▪ タスク/アクティビティ

▪ 手順

▪ ツール/技術

▪ プロジェクトの変更管理プロセス



BIM/CIMのリソース

人的資源

リソース 1
リソース 2
リソース 3
リソース 4

ノート

機器

リソース 1
リソース 2
リソース 3
リソース 4

ノート

場所

リソース 1
リソース 2
リソース 3
リソース 4

ノート

外部からの
サービス

リソース 1
リソース 2
リソース 3
リソース 4

ノート

製造

リソース 1
リソース 2
リソース 3
リソース 4

ノート

セールス

リソース 1
リソース 2
リソース 3
リソース 4

ノート



コスト分析

 ¥-

 ¥200,000

 ¥400,000

 ¥600,000

 ¥800,000

 ¥1,000,000

 ¥1,200,000

 ¥1,400,000

部品と素材 製造設備 給与 メンテナンス オフィスの賃貸 倉庫の賃貸 保険料 福利と厚生年金 自動車 リサーチ

年間コスト



プロジェクトのスケジュールとマイルストーン

マイルストーン 1

• 日付

マイルストーン 2

• 日付

マイルストーン 3

• 日付

マイルストーン 4

• 日付



リスク管理計画

リスク 確率 影響 所有者 軽減計画

予算の削減によりス
タッフが減り、プロジェ
クトの範囲とスケ
ジュールに影響を及ぼ
すことがあります。

中 高
プロジェクト

マネージャー

段階的な実施計画につい
ては、付録を参照してくだ
さい。



品質管理とパフォーマンス評価

▪ 品質管理プランの定義

▪ コストの管理と制御をどう行いますか?

▪ スケジュールの管理と制御をどう行いますか?



それぞれの項目について



付録

▪ 参考補足資料とリソース


